
防爆型無線ＬＡＮシステムは、ガス、石油化学、化学薬品工場等に存

在する防爆エリアへの適用／設置が可能な無線ＬＡＮシステムです。

防爆型のＰＤＡやＩＰカメラと組み合わせれば、設備運転データや映

像の監視も行う事ができます。さらに、防爆型ＩＰ携帯電話との組み

合わせにより防爆エリアにて通話が可能となります。指向性／無指

向性のアクセスポイントを使い分ける事により、様々なエリア形状に

対して最適（ミニマムコスト）なシステムの構築が可能です。

ＬＬＡＡＮＮＥＥＸＸ®®－－ＡＡＰＰ００２２００３３
爆発性ガス雰囲気のある危険場所（防爆エリア）で、

安全･安心に使用可能な無線ＬＡＮアクセスポイント

             

＜主な特徴＞

注１：スタンドアローンモデルとしても対応可能

注２：無線通信距離は、アクセスポイントが設置される環境により異なります。（詳細は現地調査実施要）

各種等級

無線ＬＡＮ

セキュリティ

主な特徴

防爆等級：Ｅｘｄｂ（ｉａ）ⅡＢ＋Ｈ２Ｔ６ Ｇｂ 保護等級：ＩＰ６５相当

ＩＥＥＥ８０２.１１ｎ／ｇ／ｂ に準拠 （２.４ＧＨｚ帯）
ＩＥＥＥ８０２.１１ａｃ／ａ に準拠 （５ＧＨｚ帯） ※５ＧＨｚ帯はオプション

各種セキュリティ機能（WPA パーソナル、WPA エンタープライズ、ＭＡＣアドレスフィルタリング等）

ＩＥＥＥ８０２.１１ｎ ２５６QAM 対応、通信速度最大４0０Ｍｂｐｓ(理論値)

IEEE８０２.１ａｃ Wave2 対応、通信速度最大８６７Ｍｂｐｓ（理論値）

無線 LAN コントローラによる集中管理にも対応注１

移動端末がスムーズにローミング行うために必要な機能（ＡＷＣ-チャンネルブランケット）に対応

１つの無線ＬＡＮチャンネルにて、ＡＰ間の電波干渉なく、広域無線ＬＡＮエリアの構築可能

ＰoＥ（Power over Ethernet）給電方式を採用

適用が想定される各種プラントエリア

通信距離注２ 屋外：約～１００ｍ

アンテナ

本 体

◇◇  ロローーミミンンググにによよるるパパケケッットトロロスス・・スステティィッッキキーー端端末末問問題題をを解解決決。。

◇◇ １１チチャャネネルルののみみでで無無線線ＬＬＡＡＮＮシシスステテムムをを構構築築すするる事事にによよりり、、

◇◇ ハハンンドドオオーーババーーはは端端末末主主導導ににてて実実施施さされれるる。。そそのの際際、、

      （（通通信信断断、、音音声声途途切切れれななどどのの発発生生をを少少ななくく抑抑ええるる事事ががででききまますす。。））



®

240722 V01

＜ＬＡＮＥＸ®－ＡＰ０２０３基本仕様＞                              
種 別 項 目 仕様注１

一般 本体部外形寸法 ３５８ｍｍ(W)×４２６ｍｍ（Ｈ）×２３７ｍｍ（Ｄ） ※突起部、取付金具含まず

重量 本体部 ：約３４kg
アンテナ部：（２．４ＧＨｚ）約０．４㎏、（５ＧＨｚ）約０．７kg ※取付金具含まず

防爆等級／検定番号 Ｅｘｄｂ（ｉａ）ⅡＢ＋Ｈ２Ｔ６ Ｇｂ （１／２種危険場所）／検定番号：TC２２２７６X

保護等級 ＩＰ６５相当

使用温度（湿度範囲） －１５℃～６０℃ （湿度：５～９５％結露無きこと）

無線ＬＡＮ部 サポート規格 ＩＥＥＥ８０２.１１ａｃ／ｎ／ａ／ｇ／ｂ

伝送方式 ８０２.１１ａｃ／ｎ／ａ／ｇ ： 直交周波数分割多重方式（ＯＦＤＭ）

８０２.１１ｂ      ： 直接スペクトラム拡散方式（ＤＳＳＳ）、ＣＣＫ方式

使用周波数範囲 ２．４ＧＨｚ帯（全１３ｃｈ） ５ＧＨｚ帯（Ｗ５２、Ｗ５３、Ｗ５６）デュアル無線 ※ ５ＧＨｚ帯はオプション

通信速度（理論値） ２．４ＧＨｚ帯：８０２.１１ｎ接続時 最大４００Ｍｂｐｓ(２５６ＱＡＭ使用時)

５ＧＨｚ帯 ：８０２.１１ａｃ接続時 最大８６７Ｍｂｐｓ

セキュリティ ＷＰＡパーソナル（ＷＰＡとＷＰＡ２、ＷＰＡ２とＷＰＡ３、ＷＰＡ２、ＷＰＡ３）、
ＷＰＡエンタープライズ（ＷＰＡとＷＰＡ２、ＷＰＡ２、ＷＰＡ３）、ＭＡＣアドレスフィルタリング、ＳＳＩＤ ＡＮＹ拒否

暗号化 WEP   ：６４／１２８ビット

ＷＰＡ／ＷＰＡ２：ＣＣＭＰ（ＡＥＳ）とＴＫＩＰ、またはＣＣＭＰ（ＡＥＳ）のみ

ＷＰＡ３   ：パーソナル…ＣＣＭＰ（ＡＥＳ）、エンタープライズ…ＧＣＭＰ（ＡＥＳ）

送信出力 １０ｍＷ／ＭＨｚ以下

通信距離注２ 屋外：約～１００ｍ

アンテナ部 アンテナタイプ オムニディレクショナルアンテナ（無指向性） ２×２ＭＩＭＯ（２ストリーム対応）

アンテナ本数 ２．４ＧＨｚ：２本 ５ＧＨｚ：２本 ※ ５ＧＨｚ帯はオプション

有線ＬＡＮ部 サポート規格 ＩＥＥＥ８０２.３／ＩＥＥＥ８０２.３ｕ／ＩＥＥＥ８０２.３ａｂ（１０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ／１０００ＢＡＳＥ－Ｔ）準拠
ＩＥＥＥ８０２.３ａｔ準拠（ＰｏＥ＋仕様）

インターフェース ＲＪ－４５型×1

注１：予告なく仕様が変更される可能性があります。  注２：無線通信距離は、AP が設置される環境により異なります。

一一般般のの無無線線LLAANN

◇◇ ＡＡＡＰＰ配配置置計計画画時時、、同同一一チチャャネネルルにによよるる電電波波干干渉渉発発生生にに

干渉防止の目的から、１・６・１１ｃｈで使用する事が多い。

◇◇ 電電電波波干干渉渉をを防防ぐぐ為為にに送送信信出出力力をを弱弱めめるるととＡＡＰＰ追追加加

『LLANEX®--AP00203』』 無線 LLAN アクセスポイントは、アアライドテレシス社の最新技術 
（AAWC-チチャンネルブランケット）を採用する事により、高品質で信頼性の高い無線 LLAN 環境の構築が可能

『LANEX-AP0210ｎ』 無線 LAN アクセスポイントは、メルー・ネットワークス社の最新技術 （Air Traffic 
Control 技術）を採用する事により、高品質で信頼性の高い無線 LAN 環境を構築する事が可能です

シシンンググルルチチャャネネルル（（（チチャャンンネネルルブブラランンケケッットト方方方式式））

複数の無線AAPを単一チャンネルで運用し、仮想的に巨大な

ひひとつのＡＰととしてネットワークアクセスを提供する

LLAANNEEXX®--AAPP00220033

各各種種シシスステテムム（（無無線線計計装装ななどど））ととのの共共存存がが可可能能！！

◇◇  ロローーミミンンググにによよるるパパケケッットトロロスス・・スステティィッッキキーー端端末末問問題題をを解解決決。。

◇◇ １１チチャャネネルルののみみでで無無線線ＬＬＡＡＮＮシシスステテムムをを構構築築すするる事事にによよりり、、

ススムムーーズズななロローーミミンンググ

◇◇ ハハンンドドオオーーババーーはは端端末末主主導導ににてて実実施施さされれるる。。そそのの際際、、
通通信信断断・・音音声声途途切切れれななどどがが発発生生すするる可可能能性性あありり。。       （（通通信信断断、、音音声声途途切切れれななどどのの発発生生をを少少ななくく抑抑ええるる事事ががででききまますす。。））

注注意意がが必必要要。。

設設置置のの可可能能性性あありり。。

通信させたいセルサイズより、
電波(1ch)はは遠くまで届いてしまう！

同一チャネルの干渉を防ぐため、交互に配置するも・・・

特許技術のマルチコミュニケーションテクノロジーにより、互いに電波

干干渉しない複数の無線端末は、異なるＡＰをを利用して同時に通信可能

①

②
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